
JCI国際ハッカソン2020  

協賛・参加のご案内 

SDGs Innovation HUB 国際ハッカソンプロジェクト事務局 
（日本青年会議所 IT情報部会、野村総合研究所ほか） 

公益社団法人日本青年会議所は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 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JCI国際ハッカソンについて 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JCI国際ハッカソン2020 協賛・参加のご案内  

　日本青年会議所IT部会及び株式会社野村総合研究所は2020年11月3日(火)～7日(土)、パシフィコ横浜に於いて開催される「JCI世界会議

（Junior Chamber International World Congress 2020）」（https://jp.jciwc-2020.com）のブース内で「JCI国際ハッカソン2020（本大会）」を開催

いたします。また、本大会に先駆け、全国各地でのプレハッカソンを実施いたします。 

 

　昨今の新型コロナウィルスの影響により、日本経済やビジネスへの打撃が深刻化する中、「SDGs３:あらゆる年齢のすべての人々の健康

的な生活を確保し、福祉を促進する」の実行が急務な状況下にあります。また、こうした深刻な状況下でも、ビジネス成長を続ける企業とし

て、DX（デジタルトランスフォーメーション）を推進するIT分野を始め、新しいビジネスやファイナンスの仕組みを築いてきた企業が顕在化して

います。 

 

本大会の目的 

　本大会では、「中小企業×SDGs」において先駆的なJCIと、証券市場での圧倒的地位を築く野村グループが連携し、日本経済・ビジネスを

活性化させるため、起業家精神に溢れた中小企業/スタートアップ企業と、全国規模の金融機関/大企業等が「SDGs×ビジネス×ファイナン

ス」の各種テーマに基づき、各地域での新たなイノベーションビジネスを創出し、さらにはこれらを持続可能にするファイナンス支援制度を構

築するハブの実現を目指します。 

 

　2020年は本イベントの幕開けとなる年であり、来年以降も2030年に向けて継続・発展的に毎年、定期開催いたします。 

 

　つきましては、JCI国際ハッカソン本大会及びプレハッカソンを、皆さまのビジネス創出、イノベーションに繋がる場として是非ご活用いただ

きたく、ご協賛・ご参加を心よりお願い申し上げます。 



4

国際青年会議所（JCI）、日本青年会議所（日本JC）について 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国際青年会議所（JCI）　概要 

名称： 
創立： 
会員数： 
本部： 
創設者： 
会員構成： 

JCI (Junior Chamber International), Inc. 
1915年10月13日 
約154,000名（2018年時点） 
アメリカ合衆国 ミズーリ州チェスターフィールド 
ヘンリー・ギッセイバイアー（Henry Giessenbier） 
世界最大の青年団体。117カ国に広がり、さらにローカル拠点を4,687有する。 

　　アフリカ・中東　　　　　アジア太平洋（APAC）　　　　　アメリカ大陸　　　　　　　ヨーロッパ 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日本青年会議所（日本JC）　概要 

名称： 
創立： 
会員数： 
主務官庁： 
会頭（代表理事）： 
会員構成： 

公益社団法人日本青年会議所（通称：日本JC） 
1951年2月9日 
約33,000名（2020年1月1日時点） 
内閣府 
石田全史 
第1次～第3次産業まであらゆる業種の創業者、事業継承者が多い。 



「SDGsでつながるハッカソンでビジネス×ファイナンスを創る」 

～ 地域や世界の仲間と SDGsやTechでInnovationのHUBになる ～ 

2020年11月4日（水）- 6日（金） ※プレ・ハッカソンも サイバー＆リアルで開催　 

パシフィコ横浜　※11月3日（火）- 7日（土）JCI世界会議サイバー＆リアルでブース出展 

250名程度 （世界会議来場予定1万人の内、ハッカソンに参加する地域・世界JCIメンバー／協賛・参加企業人／学生等） 

次世代の参加者/社発 SDGsの共創テーマの下、地域や世界とつながるビジネスx

ファイナンスを協賛企業等と創り、社会的インパクトを競う 

SDGs Innovation HUB 国際ハッカソンプロジェクト事務局 

（日本JC IT部会、NRIほか） 

スポンサー企業各社 

経産省、環境省（ご相談中）ほか 

無料（事前登録制） 

JCI国際ハッカソン本大会　開催概要 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テーマ 

 

日時 

場所 

参加者 

内容 

 

主催 

 

協賛 

後援 

参加費 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SDGsでつながる（軸）ビジネスxファイナンスを創る（ツボ:痛点）共創テーマ（イメージ） 

【ハッカソンとは】ハッカソン＝ハッカー(プログラマー等)のマラソン 
「ハッカソン（hackathon）」：ソフトウェアのエンジニアリングを指す“ハック（hack）”とマラソン（marathon）を組合わせた米IT業界発祥の造語。 もともとはIT 
Techのプログラマーやデザイナーが、チームでマラソンのように制限時間内にプログラミングでInnovationプロジェクトを共創し、アイデアや成果を競い合う
開発イベントをいう。近年は、企業や各種団体によって開催されるようになり、IT業界以外の分野にも拡大。組織の壁を超え、優れた発想を取り込み、新し
い商品やサービスの創出につなげるオープンイノベーションの手法の一つとして広く活用される。  
 
エストニアJCI世界会議（JCI World Congress 2019）で、Digital Innovation Days の 48h Hackathonとして、プログラマー、デザイナー、JCIほかビジネス経済
人、ファイナンス金融機関を集めて開催。 盛会だったが持続可能なエコシステム育たず 今回はSDGsの共創テーマを軸に開催。  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JCI国際ハッカソンまでの主なスケジュール 

Save the date  
  

JCI金沢会議 
Kanazawa 
Pitch contest   Cyber & Real Pre Hackathons＜現時点の日程(案)＞ 

　　　　4/1-　　　5/17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9/23-24 
　　　●サイバー ●東京 ●名古屋 ●大阪 ●京都(大) ●九州(大) ●東北? ●北海道(釧路) 

3～4月 

チーム結成 
team building 

JCサマコン 　　　　  JC札幌大会 
Summer conference      Sapporo 
　7/17-18　　キャンプ　　　9/24-27 

5～6月  7～8月  11月3～7日 9～10月 

2020 

World 
Congress 

in  
Yokohama 

JCI世界会議 
　11/3-7 

共創テーマ提示 
Issue 

　今春からCyber開催　世界4地域・全国拠点と連携 

SDGs 
Innovation 

HUB  
registration

登録 
アンケート 
システム 

構築 

Hackathon 
 

　11/4-6 (11/5) 
　横浜  

JC京都会議 
Kyoto conffence 
 アンケート調査    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国際プレハッカソン開催予定（サイバーできればリアル開催で、ご相談中）  

1   国際サイバー・プレハッカソン with WeWork 
▪ 共創テーマ：国際ハッカソン３つのTips（SDGsのツボ(Pain Point/痛点)）  
▪ 2020年5月17日＜東京JCハッカソンの3月22日(日)延期日＞  
▪ 地域や世界のJCIメンバーとWeWorkのメンバーや協賛・参加企業人・学生等が、次世代の参加者/社発 SDGsの共創

テーマの下、地域や世界とつながるビジネスxファイナンスを協賛企業等と創り、社会的インパクトを競う  

 国際プレハッカソン＠北海道・釧路　「森の恵～みんなの地球公園xSDGs」 5 
▪ 2020年9月23-24日（サイバーできればリアル開催で、ご相談中）  
▪ JC全国大会 北海道札幌大会　北海道釧路市キャンプ場（予定）  

▪ テーマ「森の恵～みんなの地球公園/SMILE byQualityWATER/四元素/エシカル女子」など  

4   国際サイバー(＆リアル)プレハッカソン＠京大　「SDGs Innovation HUB」 
▪ 2020年6-10月予定（サイバーできればリアル開催で、ご相談中）  
▪ 京都大学 大学院 総合生存学館（思修館） https://www.gsais.kyoto-u.ac.j p   

▪ テーマ「世界SMEs地域SDGs評価：SDGs Point /偉人伝xSDGs」など国際ハッカソン３つのTips  

2  国際サイバー(＆リアル)プレハッカソン＠名古屋　「新金融 x SDGs」 
▪ 2020年6-10月予定（サイバーできればリアル開催で、ご相談中）  

▪ 名古屋青年会議所、Aichi-Startup推進ネットワーク会議、中部経済連合会ほか各種金融機関業界団体ほか  

▪ テーマ「新金融支援制度・世界SMEs地域SDGs評価の共創」など国際ハッカソン３つのTips  

3   国際サイバー(＆リアル)プレTechathon＠九大　「SDGs Social Business」 
▪ 2020年6月 and/or 9月予定（サイバーできればリアル開催で、ご相談中）  
▪ 九州大学 ユヌス＆椎木ソーシャル・ビジネス研究センター https://sbrc.kyushu-u.ac.jp   

▪ テーマ「SDGs Social Business（2024年パリ五輪テーマ）：Smart Village x SDGsなどMユヌス氏と世界連携  

https://www.gsais.kyoto-u.ac.jp/
https://sbrc.kyushu-u.ac.jp/
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ご協賛について 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ご協賛いただくメリット 

新規技術・事業投資・連携先の獲得チャンス 
 
 

2 
中小・スタートアップ企業や技術者・新規事業事業開発者など、現下の新型コロナウイルスとの戦いに中長期的な世界共通目
標と達成手段の共創を目指す「Beyond Pandemic xSDGs」など、SGDsを共創テーマに、新規ビジネス・ファイナンス創出を目
的とした意欲あるチームが多数参加します。機関投資家、CVC、VC等の協賛社からは、関心のあるチームに対し、その場や
事前事後でサイバー・リアルに直接コンタクトを取り、契約交渉することができます。 

グローバルな認知度向上、ブランディング（CSR､CSV） １  
「JCI世界会議」は毎年世界各国で開催される国際青年会議所の総会で、世界中から18～40歳までの青年経済人（中小・スタート
アップ企業から大企業・金融機関・政府機関まで）が集います。本大会から始動する国際ハッカソンへの協賛により、国内外での
貴社の認知度向上やブランディング、若手人財の獲得・活躍などにもに繋がります。また、今やビジネス・ファイナンスの成長にお
いて世界的に重要な位置づけとなってきた「SDGs」分野への投資として、貴社のCSRやCSVの価値を生み出します。 

新規取引・提携先の獲得、既存顧客・従業員成長のチャンス 3 
今後の成長や地域や世界への社会的インパクトが見込まれる優良な中小・スタートアップ企業や大企業の新規事業開発部
門、大学・研究機関等の若く優秀な人財・知財が集う国際ハッカソンのサイバー・リアルな場に積極的に参画することで、新規
取引・提携先の獲得チャンスが生まれ、参加する既存顧客のビジネス成長と貴社のビジネスや従業員の成長も同時に支援す
ることができます。 



ご協賛プラン概要（ご相談） 

ご協賛プラン一覧 

特典内容 
ダイヤモンド 

200万円 
（3社まで） 

プラチナ 
50万円 

（10社まで） 

ゴールド 
10万円 
（無制限） 

①　審査資格  〇  〇  〇 

②　プレゼン資料提供  〇  〇  〇 

③　参加者へのコンタクト、懇親会参加  〇  〇  〇 

④　プレミアム情報提供  〇  〇  ― 

⑤  社名付賞金設定  〇  ―  ― 

⑥　広告宣伝（ロゴ、各種広報物等）   〇  〇  〇 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ご協賛プラン詳細（ご相談） 

ご協賛プラン一覧 

内容  詳細 

①　審査資格 
審査員として参加したい企業のみが審査員をダイヤモンド3票分、プラチナ2票分、ゴールド
1票分の投票権を有する。但し、審査員席でのコメントはダイヤモンド協賛企業のみとする。
また、ダイヤモンド協賛企業の席の並びは抽選とする。  

②　プレゼン資料提供  
ハッカソン参加チームの全ての資料をデジタルデータで配布。但し、著作権は作成者が有
し、2次配布も禁止。  

③　参加者へのコンタクト、懇親会参加  

当日における参加者への交渉権を全ての協賛企業が有する。ただし、協賛種別により、
「ダイヤモンド→プラチナ→ゴールド」の順に優先される。ピッチ終了後、交渉指名があり、
順位を書いて提出頂き、各チームとの交渉を運営側がセッティング。同一の協賛種別で重
複した場合は、抽選を行う。  

④　プレミアム情報提供  
5月以降エントリーチームは指定のサイトやネットグループにて作業を進める。そのサイトや
ネットグループへ自由に入室する権利を有する。本権利は2020年11月ハッカソン以後も翌
年の3月まで継続。また、作業途中のチームに声をかけ、事前交渉を行うことも可能。  

⑤　社名付賞金設定  
1,2,3位のほか、社名のついた賞を別に設定が可能。その賞を受賞したチームとは他のど
の項の要素よりも優先して交渉権を有する。  

⑥　広告宣伝（ロゴ、各種広報物等）  

WEBサイトへのロゴマーク（指定WEBサイトへのリンク付き）掲載は協賛金振込確認後、5営
業日以内に開始。掲載最終日は2020年12月31日とする。また、各種広報物（チラシ、ポス
ター、動画広告）へのロゴ掲載を行う。チラシ及びポスターは全協賛企業（ただし、協賛種別
により、占有面積は異なる）が掲載可能。動画広告はダイヤモンドのみとする。当日のブー
スにおいてはダイヤモンド及びプラチナのみ販促ブースを出店可能。入り口付近をダイヤ
モンド、会場奥にプラチナを配置。本販促ブースは最終日の大会場でのみ設営を行う。  

14 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ご参加について 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ご協賛いただくメリット 

各界投資家・官学等とのリレーション・ビジネス構築 
 

2 
国際(プレ)ハッカソンの審査員やメンターは、自らが高く評価したチームに対して、その場で直接コンタクトを取り、契約交渉す
る権利が与えられているため、世界の機関投資家、CVC、VCや金融機関、政府・国際機関、大学・研究機関等と参加個人や
組織とのリレーションが構築でき、地域や世界で、持続可能な成長や社会的インパクトをもたらす新規ビジネス・ファイナンス
のチャンスが期待できます。 

新規事業開発やビジネスアイデア・モデルの創出 １  
つながるビジネスとファイナンスの組み合わせによって、どのようにして新たな持続可能な会社や社会、地域や世界にしていく
か、どのような貢献と役割を果たすかを掲げるSDGsの共創テーマに基づくチーム結成し、ゼロベースからプログラマーやデザ
イナー、産官学民の専門家と共にプランニングをする中で、自社の新規事業開発やビジネスアイデア・モデル創出の機会とでき
ます。また、自社以外の開発者と協業することで、個人や組織に新たなアイデア・シナジーを期待できます。 

人財・知財育成、ネットワーキング、個人や組織の成長 3 
今後の成長や地域や世界への社会的インパクトが見込まれる優良な中小・スタートアップ企業や大企業の新規事業開発部門、
大学・研究機関等の若く優秀な人財・知財が集う国際ハッカソンのサイバー・リアルな場で、人脈作りやネットワーキング、志を
同じくするビジネスパートナーと共に社会人・個人として、経済人・経営者や従業員として、成長する機会となります。 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SDGsでつながるビジネスxファイナンスを創る共創テーマ（既出事例＜追加可能＞） 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ご参加方法 

https://sdgs-innovationhub.com （世界の大学・企業が使う教育用Canvasの専用HP）  
 

※新規登録でプレハッカソン・本大会へのご参加が可能となります(当日のご登録も可能)。  
 

※様々なEVENTSの無料参加登録も完了。Canvasのワークシート・アンケートにEXPERTSである
メンターの方々に質問しながら回答していくことで、自身の強みやベストのテーマやチーム、地域
連携、サプライチェーン連携、広域連携・展開の可能性を発見していけます。  

SDGs Innovation HUB 登録＝国際ハッカソン参加登録（無料） 

「共創テーマ」の下で参加チーム結成 

チームで国際サイバー(＆リアル)プレハッカソン参加 

JCI国際ハッカソン本大会(サイバー開催の可能性あり) 参加 

https://www.cepic.earth/ （CanvasやLink-in Goals連動のSDGs Innovation HUB公式HP）  
 

※「SDGsウェディングケーキ (5ページ)」の「１：社会」「２：経済」「３：環境(生物圏)」の３つのTipsの下
の９＋αの「共創テーマ」とチームを選び、ピッタリしたものが無ければ、自身で＋αの「共創テー
マ」を創り、伴走頂くメンター希望を含め、公式HPのEXPERTSの Contact usに送って登録掲載すれ
ば、Link-in Goals活用で地域や世界の仲間をチームに募ることができます。行政や金融との協
定、優遇事業や実証等で夢を実現に近づけていけます。  

https://sdgs-innovationhub.com
https://www.cepic.earth/
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JCI国際ハッカソン本大会　当日プログラム（案） 

Day 1
2020/11/4

G401+G402

大ホール

9:00

参加登録受付

名刺交換会

10:00 開会式

10:30 既存チーム紹介

11:00 チームビルディング

11:30 G401/402閉場　

  各自昼食

G215/G216/G217/G218(小会場4部屋)

13:00 各チーム制作開始

17:00 G215/G216/G217/G218閉場

Day 2
2020/11/5

G215/G216/G217/G218

小会場4部屋

9:00 各チーム現状報告

9:30

メンターとの面談（随時チーム

ビルディング）

12:00 ランチ

13:00 制作

17:00 G215/G216/G217/G218閉場

Day 3
2020/11/6

G401+G402

大ホール

9:00 各チーム現状報告

9:30 各チーム制作

12:00 各チーム昼食

13:00

各チームメンターと最終調整開

始

13:30 プレゼンテーション開始

15:00 審査・表彰

15:30 投資家とのマッチング

16:30 閉会

20:30 懇親会

原則はサイバー開催予定。状況が回復した場合、横浜パシフィコ会場で実施。 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お問合せ先 

SDGs Innovation HUB 国際ハッカソンプロジェクト事務局

日本青年会議所 IT部会所属 

担当者 

メール 

お電話 

住所 

澤田 純平

j-sawada@syn-jp.com 
 090-9684-0675

東京都港区虎ノ門1丁目1番21号 新虎ノ門実業会館5F
 

野村総合研究所 未来創発センター所属 

担当者 

メール 

お電話 

住所 

主席研究員　御友 重希
 cepic.info@gmail.com

070-3763-1906

東京都千代田区大手町1-9-2 大手町FinancialCity GlanｄCube


